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第66回全国高等学校軟式野球選手権東東北大会
□大会第1日目 7 月 28 日 （ 水 ）

準決勝 仙台市民球場 1 時間 23 分 打 安 点 盗 犠 四 三 残 失 併
平 工 業 0 0 0 0 0 　 　 　    0 【平】 16 1 0 0 0 1 7 2 4 0
東 北 学 院 9 2 3 1 x    7   5 5 10 1 615 【東】 18 1 0

（ 5回コールド ）
▽本塁打 なし（三） 浅野雅訓

8

（球） 野田　学 （一） 武田　徹 （二） 西城皇祐
【平】 武藤,相川,武藤 ― 村上 ▽三塁打 志賀（東）
【東】 高須,丹野 ― 志賀,伊藤

▽二塁打 なし (平)
▽暴投 相川３,武藤２ ▽捕逸 なし なし (東)

【 平 工 業 】 打数 安打 打点 【 東 北 学 院 】 打数 安打 打点

(投)三投 武 藤 愛 弥 2 0 0 (投) 高須瑛太郎 2 2 1
(三)投三 相 川 瑠 唯 2 0 0 投 丹 野 直 歩 0 0 0

(遊) 青 木 幸 誠 2 0 0 (二) 宮 腰 巧 登 2 0 0
(一) 佐 藤 歩 夢 2 1 0 二 沼 田 陸 0 0 0
(捕) 村 上 壮 太 2 0 0 (一)三 小 林 伊 織 1 0 0
(左) 遠 藤 奏 太 2 0 0 (三) 佐 藤 純 晴 1 0 1
(中) 渡 邉 響 心 2 0 0 一 齋 藤 空 1 1 1
(二) 本 田 京 佐 1 0 0 (右) 鈴 木 浩 太 2 0 0
(右) 渡 辺 威 1 0 0 (中) 石 橋 古 多 4 2 0
0 0 0 0 0 (捕) 志 賀 海 斗 1 1 4
0 0 0 0 0 捕 伊 藤 優 弥 0 0 0
0 0 0 0 0 (左) 五十嵐琉生 1 1 0
0 0 0 0 0 打左 髙 橋 惇 太 1 0 0
0 0 0 0 0 (遊) 須 藤 凛 雅 2 0 1

投手名 打数 投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打 犠飛 三振 四球 死球 暴投 ボーク 失点 自責点 投手名 打数 暴投 ボーク投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打 失点 自責点

武藤愛弥 高須瑛太郎
相川瑠唯 丹野直歩

犠飛 三振 四球 死球

武藤愛弥 0
0 0

【評】

　台風の影響で1日順延した東東北大会準決勝第一試合は明け方の雨の影響で予定より1時間遅れで開始した。試合は1回か

ら動く。1回裏東北学院尾攻撃は四球と相手のエラーでノーアウト満塁で4番佐藤純のピッチャーゴロを相手が送球エラー

をし2点を先制した。その後も攻撃の手を緩めることなく一挙9点をあげた。2回,3回,4回も東北学院は得点を積み重ね,終

わってみれば15対0の5回コールドで東北学院が勝利した。今大会を最後に休部が決まっている平工業は4番佐藤のレフト前

ヒットで一矢を報いた。



10 41 3 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 32 138 8 0 10 1 4 0 7 3 0 1 0 7 7
6 40 2 0 3 0 2 0 2 1 0 1 0 2 2 3 12 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
12 49 4 0 0 0 0 0 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第66回全国高等学校軟式野球選手権東東北大会
□大会第1日目 7 月 28 日 （ 水 ）

準決勝 仙台市民球場 2 時間 26 分 打 安 点 盗 犠 四 三 残 失 併
仙 台 育 英 0 0 2 0 0 0 3 2 0 　 　 　 　 7 【仙】 35 10 7 1 4 3 8 8 0 0
専 大 北 上 0 0 0 1 1 0 0 0 0 4　 　 　 　 1 2 2 9 32 【専】 28 1 0

（ ）
▽本塁打 濱須竜（仙）（三） 山下大輔

2

（球） 沼辺力也 （一） 鴇田代志昭 （二） 西山　充
【仙】 郡山,吉野莉,林 ― 横山 ▽三塁打 浅野,林（仙）
【専】 佐藤瑠,岡本 ― 菊池

▽二塁打 なし (仙)
▽暴投 佐藤瑠１(専） ▽捕逸 なし 岡本,照井 (専)

【 仙 台 育 英 】 打数 安打 打点 【 専 大 北 上 】 打数 安打 打点

(遊) 宍 戸 祐 太 4 3 0 (捕) 菊 池 恋 3 1 1
(二) 濱須竜之介 4 3 2 (中)投 岡 本 歩 武 4 1 0
(三) 浅 野 拓 海 3 1 1 (遊) 加 藤 伯 3 0 0

(中)投 林 蒼 大 5 2 3 (右) 藤 田 陽 人 4 0 0
(右)左 千 葉 崇 史 5 0 1 (三) 小田島悠大 3 0 0
(一) 柴 崎 葉 5 0 0 (左) 佐々木翔空 3 0 0

(左)中 濱須虎之介 4 1 0 (一) 照 井 彪 天 3 1 0
(投) 郡 山 陽 向 2 0 0 (二) 杉 本 結 2 1 0
投右 吉 野 莉 央 0 0 0 (投) 佐 藤 瑠 聖 2 0 0
(捕) 横 山 響 亮 3 0 0 打 野 崎 幸 冬 1 0 0
0 0 0 0 0 (中)投 髙 橋 琉 月 0 0 0

投手名 打数 投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打 犠飛 三振 四球 死球 暴投 ボーク 失点 自責点 投手名 打数 暴投 ボーク投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打 失点 自責点

郡山陽向 佐藤瑠聖
吉野莉央 岡本歩武

犠飛 三振 四球 死球

林蒼大 0
0 0

【評】

　第2試合仙台育英対専大北上は春季東北大会決勝と同じ対戦カードとなった。試合は3回表仙台育英の攻撃。3番浅野,4番

林の2連打で幸先よく2点を先制。対する専大北上も4回,5回と1点ずつ得点し試合を振り出しに戻すも,7回表仙台育英の攻

撃。1アウト２，３塁から4番林のライトオーバーのスリーベースヒットで2点勝ち越す。その後も勢いに乗り,得点を重ね,

終わってみれば7対2で仙台育英が勝利した。専大北上は仙台育英の3番手林の前にヒットを打てずチャンスを作れなかった

のが痛かった。



10 46 3 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 15 50 4 0 3 1 0 0 2 0 0 0 0 2 2
10 41 3 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 20 87 5 0 4 0 1 0 5 1 2 1 0 3 1
9 35 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第66回全国高等学校軟式野球選手権東東北大会
□大会第2日目 7 月 29 日 （ 木 ）

決勝 仙台市民球場 2 時間 8 分 打 安 点 盗 犠 四 三 残 失 併
仙 台 育 英 0 2 0 0 0 0 3 0 0 　 　 　 　 5 【仙】 35 7 3 3 1 3 7 7 0 0
東 北 学 院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3　 　 　 　 0 1 0 4 30 【東】 29 2 0

（ ）
▽本塁打 柴崎（仙）（三） 森山宏則

0

（球） 三浦　徹 （一） 大槻充夫 （二） 毛利　晃
【仙】 郡山,吉野莉,林 ― 横山 ▽三塁打 なし
【東】 小林,佐藤純 ― 志賀

▽二塁打 濱須竜 (仙)
▽暴投 佐藤純１（東） ▽捕逸 なし 宮腰 (東)

【 仙 台 育 英 】 打数 安打 打点 【 東 北 学 院 】 打数 安打 打点

(遊) 宍 戸 祐 太 5 1 0 (左) 高須瑛太郎 4 0 0
(二) 濱須竜之介 5 1 0 (二) 宮 腰 巧 登 4 1 0
(三) 浅 野 拓 海 5 0 0 (投)三 小 林 伊 織 4 0 0

(中)投 林 蒼 大 4 2 1 (三)投 佐 藤 純 晴 3 0 0
(右)左 千 葉 崇 史 4 0 0 (右) 鈴 木 浩 太 3 0 0
(一) 柴 崎 葉 3 2 2 (中) 石 橋 古 多 3 0 0

(左)中 濱須虎之介 4 0 0 (捕) 志 賀 海 斗 3 1 0
(投) 郡 山 陽 向 1 0 0 (一) 齋 藤 空 2 0 0
投 吉 野 莉 央 1 1 0 (遊) 須 藤 凛 雅 3 1 0

走右 蘓 武 周 0 0 0 0 0 0 0 0
打 吉 野 未 央 1 0 0 0 0 0 0 0
右 川 村 響 也 0 0 0 0 0 0 0 0

(捕) 横 山 響 亮 2 0 0 0 0 0 0 0

投手名 打数 投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打 犠飛 三振 四球 死球 暴投 ボーク 失点 自責点 投手名 打数 暴投 ボーク投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打 失点 自責点

郡山陽向 小林伊織
吉野莉央 佐藤純晴

犠飛 三振 四球 死球

林蒼大 0
0 0

【評】

　地区再編より今年度から東東北大会へと変更になった代表決定戦は宮城県同士の対戦となった。昨年秋季大会,今年の春
季大会と両校は対戦しており今回の対戦は3回目となる。前2回の対戦はいずれも仙台育英が勝利しており,今回はどのよう
な結果になるか注目していた。試合は2回表に動く。先頭打者の4番林がライト前ヒットで出塁すると1アウト2塁から6番柴
崎のセンターオーバーのランニングホームランで仙台育英が2点を先制する。続く7回表に相手の死球,エラーも重なり3点
を加え,試合を決定づけた。対する東北学院は仙台育英の3投手による継投の前にチャンスを作ることができず,5対0で仙台
育英が17年ぶり9回目の全国大会出場を決めた。
　


